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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:10000

38kDa

ARMCX3

ARMCX3; ALEX3; BM-017; Armadillo repeat-containing X-linked protein 3; ARM protein lost
in epithelial cancers on chromosome X 3; Protein ALEX3
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	応用
	抗原情報
	背景
	アルマジロリピート含有X連鎖3(ARMCX3) Homo sapiens この遺伝子は、腫瘍抑制に関与する可能性のあるALEXファミリータンパク質のメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、潜在的なN末端膜貫通ドメインと1つのアルマジロ（アーム）リピートを含んでいます。アームリピートを含む他のタンパク質は、発生、組織完全性の維持、および腫瘍形成に関与しています。この遺伝子は、X染色体上で他のファミリーメンバーと密接に局在しています。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする3つの転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年7月],類似性：3つのARMリピートを含む。,
	研究分野
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	ARMX3抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ARMX3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ARMX3抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ARMX3 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

